
【商店街作りコンセプト】平成22年制定

～お年寄り・障がいのある方と
協働・共生する商店街～

平成２９年１２月改訂

経済産業省北海道経済産業局

地域商店街活性化法認定 平成23年3月31日

事業実施期間 平成23年4月1日〜平成27年3月31日

「売り場」から「広場」へ
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PROF I LE

■1947年 1月 昭和22年 北海道釧路市で出生

■1948年 昭和23年 北海道帯広市に居住

■1963年 3月 昭和38年 北海道立帯広高等技術専門学校電気科卒業

■1972年 1月 昭和47年 アドサイン創業 (看板業 / 企画・設計・施行・管理 業務)

■1990年11月 平成 2年 事業所を現在地に移転

■1994年12月 平成 6年 有限会社アドサインに法人化

■2000年 4月 平成12年 電信通り花と緑の推進委員会 「花ば咲かせ隊」 隊長に就任

■2004年 5月 平成16年 帯広電信通り商店街振興組合 専務理事に就任

■2008年 5月 平成20年 〃 〃 理事長に就任

■2011年 3月 平成23年 経済産業省 北海道経済産業局 地域商店街活性化法 認定

■2011年 5月 平成23年 街づくり目的会社「株式会社でんしん」設立 代表取締役に就任
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商店街概要①

帯広市

電信通り
●電信通りの位置

・帯広市北東部に位置し、十勝川を境に音更町、札内川を境に幕別町が隣接。

・国道38号・236号からの通勤・通学の際の生活道路の位置付け。

●環境の変化

・近年帯広市全体でも人口は微減。中心核が市内南西部に移り、住宅地も

南西部や周辺市町村に移る。

・電信通周辺地区は人口減少が止まらず、市内でも高齢者比率の高い地区

となっている。

・電信通り内の交通量は、自動車で平日12時間で約7.000台と幹線道路並み。

但し、休日12時間の交通量はやや減少する。

・歩行者などは時間帯によって、数人の時間帯もあり多くわない。

・近年は近隣の町に大型ショッピングゾーンや国道38号線には専門店が続々

進出するなど、商店街内各個店の経営環境は年々厳しい状況となっている。

帯広市ＨＰより（http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/sangyoubizinesu/suuzidemiruobihiroshi_index.jsp） 10月実施交通量調査
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商店街概要②

●帯広発祥の地としての顔
・明治16年に最初に帯広に開拓民が入

植

した土地で最も歴史の古い地域。

・明治30年に街道に帯広で初めて電信

柱

が建った事から「電信通り」と呼ば

れ

ており市民親しまれている。

●帯広電信通り商店街振興組合

電信通り = 大通本通東側～東4条東仲通りまでの約450m

街区拡張(平成26年9月18日)=東2条南4.5.6丁目 約300m

代 表 者 理事長 長谷 渉

・昭和46年 帯広電信通商店街組合設立 加盟73店舗で設立

・昭和49年 帯広電信通商店街振興組合 として法人化

・平成元年 街路整備事業完成時 加盟店44店舗

・平成22年 地域商店街活性化事業調査時 加盟店32店舗

・平成28年 商店街活性化事業継続1月 加盟店44店舗

●組合加盟店一覧（５２店舗） 平成２９年６月現在

●門前街としての顔
・明治40年に浄土真宗本派本願寺と認
可され、本願寺帯広別院として設立。

・夏のお祭り、秋の収穫祭には会場を
提供してもらい、地域にも根ざして

いるお寺である。

３
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アンケート調査より、わかる住民ニーズ～想定される事業

商店街を利用される方の
約５割強が創業約70年の
高橋まんじゅう店に寄る。

他には、十勝ベーグル店
・十勝ドーナツに寄る。

【利用者の要望】
他にもスイーツ店があれ
ば寄りたい

他には郵便局か銀行に寄
るだけでそれ以外は寄る
お店が無い。

【若年層の要望】
コンビニ・ファースト
フード店が欲しい

【高齢層の要望】
1個から気軽に安心して
買える常設の生鮮食料品
のお店が欲しい。

スイーツロードの充実
同業態企業の誘致

商店街を利用されない方
は、利用したいお店が
無い。

【高齢層の要望】
リサイクル代理販売や
何でも屋的なお店が欲し
い。

【高齢層の要望】
気軽に寄れ、情報交換が
出来るコミュニティ食堂
が欲しい。

商店街に昼食等に気軽に
寄れる飲食店が少ない。

「ミナミナ広場」の取扱
品目の拡大・施設拡充・
継続的運営体制構築

「べんぞう商店」の
便利屋サービス事業立上
・継続的運営体制構築

製造から販売まで一体化
し地域住民が安心して
利用できる食堂・居酒屋

食材豊かな十勝の地域資
源を活かした食育。
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ヒアリングより見える課題・周辺環境の変化への対応
想定される事業から商店街コンセプト作りへ

商店街区域の中学校が
22年度で閉校し、帯広市の障
害者支援センターが24年度に
開設。

障害者の雇用・居住地の確保
の必要性

更に地区人口減の要因。
地区の高齢化進行。

◎ 商店街作りコンセプト ◎

～お年寄り 障がいのある方と協働・共生する商店街～

■ 短期目標/福 祉・スイーツロードの形成

■中期目標/働・食・住が揃い、地域貢献が出来る商店街

■長期目標/お年寄り・障がいがあっても、地域社会で普通に暮らしが出来る商店街

商店街として地域コミュニティの核としての役割を果たし地域貢献を行う

経営者の高齢化・後継者が居
ない

チャレンジショップ開設
起業家支援

コンセプトに基づき、社会問題に対応する!!

( 少子化・高齢化、安心・安全、創業・人材、農商工連携など )

ＮＰＯ法人・福祉施設運営法
人と商店街振興組合とコン
ソーシアムを形成



事業計画プロセス
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■ 障がい者など就労支援施設 街区内９ヶ所 従業員３５名・施設利用者月延べ100名 合計１35名雇用創出。

( A型施設 ２ヶ所、B型施設 ５ヶ所、生活困窮者・若者支援施設 ２ヶ所 )
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帯広電信通り商店街 活性化事業概要図

帯広電信通り商店街 （事業主体）
・活性化計画策定申請
・認定受理
・補助金受理
・資金調達/資金管理
・売上経費管理

【認定計画事業】
平成23年度上期

平成23年度下期

平成24年度下期

平成25年度下期

平成25年度上期

平成24年度上期

○温もり支援事業（ⅰ） ー産直生鮮品販売拡大・喫茶スペース新設事
業ー
○温もり支援事業（ⅱ） ー買い物弱者・独居高齢者安否確認事業ー

○門前街ルネサンス事業（ⅰ）ー秋だうまいべや収穫祭ー（年１回秋季開催）
○陽だまり支援事業 ーよろず相談事業ー
○スイーツロード形成事業（ⅰ）ー製造販売一体型店舗運営事業・商店街

情報発信並びにコミュニティ活動拠点事業ー

○門前街ルネサンス事業（ⅱ） ー花ば咲かせよ園芸市ー（年１回春季開催）
○うるおい支援事業 ーコミュニティ食堂設置運営事業ー

○産学連携チャレンジショップ事業

○起業家支援チャレンジショップ事業

○スイーツロード形成事業（ⅱ） ースイーツ業態起業の誘致ー

Ａ事業実施者

組合員
・理事Ａ
・商店主Ａ

Ｂ事業実施者

組合員
・理事Ｂ
・商店主Ｂ

・・・・・

各事業
実施場所

売
上

金融機関

借
入

返
済

帯広電信通り商店街
活性化事業評価委員会

年度毎又は必要な時期に、活性化
事業をＰＤＣＡサイクルで評価。
今後への提言

【構成員】
・帯広市商工会議所
・帯広商店街振興組合連合会
・帯広市商工担当職員
・有識者

【平成24年度までの開始予定】
○障がい者向け住居の提供
運営・管理
○商店街共同駐車場の開設
運営・管理
○商店街ゆるキャラ「でんぞうちゃ
ん」
を活用した収益事業

独自収益事業

活
性
化
事
業
事
務
局

○産学連携チャレンジショップ事業

７

社会福祉法
人

NPO法人

コンソーシアム

街づくり会社(株)でんしん



過去の取組み事業

●平成元年～

街路整備事業
・商店街広告塔(商店街シンボル

タワー)の設置。

・案内板兼告知板。

・街路灯整備。

●平成12年～

電信通り花と緑の推進委員会

「花ば咲かせ隊」緑化美化活動
・電信通りにおける花と緑による潤

いのある街作りを目的に「花ば咲

かせ隊」を結成。現在も活動中

・平成20年度第4回帯広市

まちづくりデザイン賞受賞。

・帯広商工会議所「花いっぱいコンテスト」最優秀賞。

●平成20年～廃食用油回収事業
・商店街内数ヶ所に廃食用油の回収ボックス設置。
・回収した廃食用油はバイ

オディーゼル燃料に精製
後、イベント発電機燃料
として活用する。

●平成21年～

街路灯照明ＬＥＤ化事業
・新たな環境負荷軽減への取組みとして、街区

内/車道街路灯36基、歩道街路灯18基をLED灯

へ転換。

・シンボルタワーも併せてLED灯へ転換。

・約86.2%のCO2排出量削減を実現。

●夏祭り盆踊り大会
・昭和48年より毎年開催。
・商店街振興組合と本願寺帯広別院

が中心となって開催。地域行事と

して、親しまれている。

平成23年度〜平成29年度迄の実施事業

８

・空き店舗対策などの事業 (障がい者などの就労支援事業) = ９施設 (コミュニティ店舗などの事業) = ５施設

・施設整備事業 (除雪車の導入、環境整備 ベンチ及び花壇枡などの整備) = ２事業

・地域ニーズ調査事業 (経産省認定、産学連携、コミュニティサロン設置、訪日外国人ゲストハウス) = ４件

・イベント事業 (収穫祭「秋フェス」、花壇整備「園芸市」、電信通り「Halloween) = ３事業
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平成23年度の事業①

●平成23年9月 温もり支援事業(ⅰ)
「ミナミナ広場」が「コミュニティショップミナミナ」に、リニューアルオープン
・社会福祉法人が障がい者就労継続B型事業所として商店街と運営、地域のニーズに応えてコミュニ

ティスペースを充実しカフェを新設する。

●平成28年5月 業態変更
日替わり弁当「店売り・宅配」とうふ製造宅配に、リニューアルオープン

・弁当・とうふを近郊の高齢者より注文を受け、宅配することにより高齢者見守りとしても喜ばれる。

●平成29年4月 業態変更

法人農場を生かし、農産物の「六次産業化」を目指し、リニューアルオープン

・さつまいも羊羹・とうふの製造・乾燥野菜などの新製品の開発にも取り組んでいる。

●平成23年10月 門前街ルネサンス事業（ⅰ）
秋だうまいべや収穫祭「電信秋フェス2011」開催

・街区内の、お寺の境内で地域の住民と、高齢者や障害者との共生

事業として「収穫祭」を実施。

・地場の農産物や海産物を直売、管内の福祉施設で生産した加工品

手芸品などのブースが数多く出店があり絆が生まれた。

●平成23年8月 温もり支援事業（ⅱ）
御用聞き屋 べんぞう商店〜リニューアル
・NPO法人が障がい者就労継続B型事業所として商店街と

運営、地域・姉妹都市などの特産品や、福祉施設の加
工品・調剤薬局と連携し高齢者向け健康志向の商品の
充実をはかり、御用聞きサービスの取り組みも実施。
店長自身も、利用者としての経験を生かし、利用者と
共に助け合い運営している。
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●平成23年12月 スイーツロード形成事業（ⅰ）クッキーハウス ぶどうの木
・NPO法人が障がい者就労継続B型事業所として商店街と運営、スイーツロード 形成事

業・育児中の主婦をターゲットとした子育て支援「子ども広場」等を設置、さらに

商店街情報発信ならびにコミュニティ活動拠点としても活用している。

●平成24年3月 地域商業活性化施設整備事業(災害に強い商店街等の整備を行う事業)

災害一時避難所・防災備蓄庫 電 信 通 り「絆」
・災害時に帰宅難民者の受け入れをし、災害時における (食料品 供給・避難民の移送など)

企業・団体と連携協定書の締結し、又、地域町内会・障がい者就労支援施設とも利用協定書

を交わし災害時に備える。

・空き部屋を社会福祉法人が、若者・生活困窮者支援施設として活用。

平成23年度の事業②

●平成23年11月 陽だまり支援事業～よろず相談所設置「心音」

・社会福祉法人が、障がい者就労継続B型事業所として商店街と運営、地域に住

む(障がいのある方・若年層・高齢者) の方に専門相談員を配置し日常的な生

活相談など気軽に話せるスペースとして運営。

・電信通り「ごぼう茶」干しいも「あまいもスイーツ」の製造作業所として活用

し多くの施設利用者に喜ばれている。



12

平成24年度の事業①

●平成24年4月〜９月 門前街ルネサンス事業(ⅱ)

商店街緑化、４月～６月の７週に渡り園芸市を開催
・従来より開催している、商店街花と緑の推進事業を拡大し花壇整備とリンクさせ、商店街

駐車場で花の苗などを販売する 「園芸市」 を７週に渡り開催、地域住民の参加を促し来

街者増加を目指し、地域ぐるみで環境整備を行う。

・「園芸市」の販売員と

して社会福祉法人が

担当し、若者・生活困

窮社就労支援事業と

して実施。

●平成24年8月うるおい支援事業=コミュニティ食堂設置運営事業

総菜・ごはん屋 でんしん
・社会福祉法人が障がい者就労継続B型事業所として

商店街と運営、高齢者や地域住民が気軽に寄れる低

価格で安心して、楽しめるコミュニティの場とし、

普段は夜に居酒屋に行けない障がいのある方も、気

楽に交流できる場として利用されている。

・店長は、料理人修業中に心を壊してしまい社会福祉

法人に利用者として支援を受けていたが、店の立ち

上げに誘われ即決し携わっている。
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平成24年度の事業②

●平成24年10月 起業者支援チャレンジショップ事業 ぴあのかふぇ りずむ
・ピアノ塾と商店街が連携し、障がいを持つ子供や地域の高齢者などが利用できるコミュニティとして設置された。

●平成28年8月 起業者支援チャレンジショップ事業 継続新規開店 雑貨ショップ Toko Toko
・「りずむ」の移転に伴い、開店当初より雑貨ショップ・手芸品などのカルチャー教室や、各種ワークショップを定期的に開催し利用があった

「TOKO TOKO」が店舗を継続したいとの要望が有り、商店街が目指すコミュニティの形成・事業コンセプトとも合致するので継続者とした。

平成24年10月
開 店 時

平成28年8月
継続新規開店

●平成25年2月活性化事業推進による波及効果!! 街区内新規事業者の参入

とかちパイの店 てのひら
・市内通所介護事業者と商店街が連携し、介事業者が新たな事業所として、多機能型障がい者就労継続A型事業

所を開所、高齢者や障がいのある方の雇用促進を目的として実施する。

●平成27年5月 事業の業態変更
事業内容を一新し、アクセサリー等を

制作し、革製品については鹿皮を有効

利用し、各種ケース類等、新製品開発

し品質向上につとめ、障がい者就労支

援の深化した事業展開を目指す。

●平成29年3月 後継者育成事業としてミニチュア

ランドセル工房を継承 思い出工房 TEnoHIRA として!!
高齢化社会が急速に進み、後継者いなく閉店

する店舗も近年増加し対策が急がれていた中、

事業後継者として「てのひら」障がい者就労

支援A型事業者が、技術を習得し事業継続を

希望し、後継者として事業を継承した。
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平成25年度の事業

●平成26年3月
スイーツロード形成事業(ⅱ) 蕎 麦 処 開 拓 舎

・農業の６次産業化に基づく認定事業者と商店街が運営し、商店街に

ファストフード・スイーツ店が、ほしいとの地域要望に応えて、そ

ば・そばかりんとう・干し芋・野菜せんべい等を販売する店舗を造

り、地域資源活用・農商工連携・雇用創出など社会問題にも対応し

た事業の展開をする。

・そばの栽培から製粉・製麺まで十勝にこだわり安心・安全な食品の提供。

●平成26年3月 地域商業再生事業
〜地域コミュニティ機能再生事業、地域状況調査事業〜

・当該地区を対象にして地域コミュニティに欠けている要素を調査し、住

民ニーズにそった長期的に継続できる複合型交流施設の整備事業を視野

にいれ「地域再生協議会」を設立(日本郵政・NTT・ヤマト運輸・大学・

NPO法人・金融関・福祉事業者・行政・地域団体)などと連携しコミュニ

ティの設置に向けての現状調査を実施する。

●平成26年3月

産学連携チャレンジショップ事業
・次世代を担う地元短期大学と連携し「若者が商店街に期待するもの、あったら

いいもの、あるべき姿」などを、アンケート・現地調査・ワークショップなど

を踏まえて、地域高等学校などにもアンケート調査を実施し報告書としてまと

め、若者目線での短期・中長期計画を策定し活性化事業に反映させ、次年度に

向け空き店舗を活用したチャレンジショップ事業に繋げる。

41 
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平成26年度の事業

●平成27年3月 産学連携チャレンジショップ事業 CAFÉ SOBA
・地元短期大学と連携調査事業「若者が商店街に期待するもの等」をふまえた地域住民ニーズ に応えた、社会問題を

解決に向けた事業展開を進める。

・インターシップの場としても活用し経営体験の場を提供し人材教育支援、後継者

育成を目的として実施した。

●平成28年5月 継続新規開店 ホッチーノ コーヒー
・社会問題を解決し地域住民ニーズをふまえた商店街の再生と活性化を目指す

事業で、商店街のみならず地域の様々な関係者と連携して「にぎわい再生」と

「商店街の魅力向上」を図る事を目的とし事業を継続推進する。

●平成26年10月 起業家支援チャレンジショップ事業
(後継者育成事業)〜ミニチャランドセル工房

・高齢化社会が急速に進み、組合員の中でも後継者いなく閉店する店舗も近年増加し対策が

急がれていた。
・商店街と後継者未定事業者で後継者に接客・技術かどを協同で教育し後継者として育てる。
・事業後継者として「てのひら」障がい者就労支援A型事業者が、技術を習得し事業継続を希

望し、平成29年2月より後継者として事業を継承した。

●新商品開発、駐車場の管理・運営、設備リース
・商店街独自開発スイーツなどの販売。

・空き地の借上げ、月極駐車場の運営。7ヶ所約80台

・設備リース並びに管理。

●障害者向け住居の提供・運営・管理
・周辺環境変化に対応した事業。

・空き住宅の買上げ、老朽化した内装・施設を改装。

・障害者へ自立支援の一環として、定住型施設の提供。8部屋

街づくり会社株式会社でんしん 実施の収益事/平成23年より随時実施



平成27年度の事業

●平成28年3月 地域商業自立促進事業 「地域コミュニティサロンの設置」

s a l o n    齋 藤 亭

16

商店街が地域の担い手としての役割が増すなか、子育て支援・高齢者支援・若者支援などを通じて、安心できる暮らしを支え、人と

人とのつながりが地域を支え、 生きがいのある環境の整備が重要と

考え、商店街・NPO法人・大学・企業・ボランテア団体・関係機関な

どと連携し、設立運営委員会を組織し永続的なコミュニティの場と

して古民家をサロンとして整備し、活用する。

◆地域コミュニティの拠点となる、多様な世代が交流できる場の設置

◆障がい者共生支援

◆高齢者世代と子育て世代の交流



平成28年度の事業
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●平成29年3月 地域ニーズに対応したコミュニティ拠点整備事業

ホッチーノ ロースタリ
■子育て支援、生活困窮者・若者支援などを通じて、人と人とのつながりが地域を支え、 生きがいのある環境の整備

が重要と考え、商店街・関係機関などと連携し永続的なコミュニティの場として拠点整備を実施。
■コーヒー焙煎のツールを活用した事業展開をし、焙煎士 (米国焙煎士資格、Qグレーダー取得・SCAA米国スペシルテ

ィコーヒー協会)を配置し、更なる商店街の活性化を目指す。

１）地域コミュニティの拠点となる、多様な世代が交流できる場の設置

２）障がい者共生支援・生活困窮者就労支援の場を提供

３）若者の創業支援



平成29年度の事業①
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●平成29年8月 電信通り・西別院 ぼんおどり協賛

商店街とNPO法人ASAコラボ事業

「ココtoミライ」こどもの職業体験事業
・商店街の各店の協力し、５才から

中学生までの受け入れを実施した。

・若者の雇用不安が世界的現象になっ

ている現在、子供たちが成人して働

くとき、その半数以上が今は存在し

ていない職業に就くと言われていま

す。子供たちが、未来の街や職業を

発想し、創造し、商店街の中で体験

をする事業です。

●平成29年5月

新たなる障がい者支援事業者の参入!!

就労継続支援A型事業所ココロコ十勝

・商店街が空き店舗を斡旋。

・旅行企画会社での広告、プランニング

とSEO対策、アウトドア会社でのガイド

育成プログラムやイベント企画、その他

広告デザインポステング等の業務。
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●平成29年10月 新世代リーダー育成 & にぎわい創出・来街者増加

2017電信通り ハロウィンの実施
■NPO法人・各種団体などと連携し、実行委員会を

設置し地域に根ざしたイベントに育てる。

■商店街次の時代を担う後継者育成に繋げる。

平成29年度の事業②
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平成30年度末 訪日外国人向け

〜コミュニティゲストハウス事業実施計画〜
・障がい者支援事業者と商店街が運営し、外国人を含む旅行客の滞在

機能に加え、商店街近隣住民、地元客との交流を促す機能などをベ

ースとし、情報提供・発信基地として、商店街に新たな人の流れを

つくり出すことを目指しおります。さらに、本事業から生まれる新

たな人の流れ・交流が起爆剤となり、地域全体が新たなる発展サイ

クルに入っていくことを目指します。

今後に向けての調査事業実施

●平成29年6月インバウンド調査事業

〜帯広電信通りコミュニティゲスト

ハウス地域状況調査事業〜
・本事業は、外国人を含む旅行客の滞在機能に加え、本事業

から生まれる新たな人の流れ・交流が起爆剤となり、商店

街での新規開業や投資の増加→商店街居住者を含む地域人

口の増加→更なる新規開業や投資の増加、というポジティ

ブスパイラルを生じさせ、地域全体が新たなる発展サイク

ルに入っていくことを目指します。

平成29年度の事業◯3



参考資料 街区拡張 ・ 障がい者・生活困窮者向け住宅
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参考資料 加盟店の増加
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参考資料 活性化事業経過(資金等) NO1
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3‐ 1

電信通り商店街活性化事業経過

年度 事業名 事業内容 補助金交付者 資金 実施期間

平成元年 商店街活性化事業 街路整備事業完成

平成12年 電信通り花と緑の推進委員会
電信通りにおける、花と緑による潤いとやすらぎの
あるまちづくりを目的とする。

平成13年～

国庫補助金 総事業費　8,100,750円

（全国商店街振興組合連合会） 補助金　5,143,333円

自己資金　2,957,417円

廃食油回収事業
廃食油を回収しエコＥＲＣに提供し、バイオディー
ゼル燃料に再生。

帯広市いたわり事業補助 平成22年6月～

平成22年1月～

電信通り商店街コンセプト設定 平成22年～

アンテナショップ　ミナミナ広場 国庫補助金 総事業費　1,493,6600円

（帯広ケアセンターと共同運営） （全国商店街振興組合連合会） 国庫補助額　1,000,00０円

■空店舗活用による不足業種の補完 自己資金　493,660円

　・高齢者の集えるコミュニティの場

　・自家農場の農産物販売

　・姉妹都市松崎町関連の展示、商品の販売

　・高齢者の手作り製品の展示、販売

支援パートナー派遣支援 地域商店街活性化法の認定に向けて支援 （株）全国商店街支援センター 支援パートナー派遣
平成２２年９月～７
日以内

現地マネージャ育成事業 商店街の活性化に寄与する担い手の育成 （株）全国商店街支援センター 現地マネージャー派遣
平成２２年９月～
平成２３年２月

商店街ゆるキャラ「でんぞう
ちゃん」決定

商店街独自 採用賞品　商品券　50,000円 平成２２年６月

○べんぞう商店の運営 北海道（委託事業） 総事業費　6,482,198円

北海道委託金額　6,482,198円

実施主体（３者のコンソーシアム） 実施条件

・NPO法人十勝障害者サポートネット

・社会福祉法人　慧誠会

・帯広電信通り商店街振興組合

第4回いってみたい商店街＆お
店

商店街部門　大賞受賞 北海道 平成23年2月

平成23年

平成２０年

事業実施に当たり筆業者を雇用
しそのうち５０％以上の障害者を
雇用する。

平成２２年７月上
旬～平成２３年１
月３１日

平成22年10月～
平成23年3月31日

平成２２年

平成２２年度商店街実践活動
事業

　商店街の空店舗を活用し、アンテナショップとし
て利用し、地域の高齢者・障害者への利便性を高
めた便利屋的な店舗とする。NPO法人等連携地域活性化モ

デル事業

平成21年2月～平
成21年6月

平成21年

中小企業庁の施策で新たな商店街支援策のための（株）全国商店街支援センターが設立される。

～お年寄り　障がいのある方と協働・共生する商店街～

２次補正予算「商店街活力向
上補助金

街路灯のナトリウム灯照明をLED照明に交換
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参考資料 活性化事業経過(資金等) NO2

3‐ 2

地域商店街活性化法認定 北海道経済産業局 平成23年3月31日

・温もり支援事業(ⅰ)／ｺﾐｭﾆﾃｨｼｮｯﾌﾟミナミナ 北海道経済産業局 総事業費　32,580,000円

・温もり支援事業(ⅱ)／べんぞう商店 国庫補助金　20,685,711円

・陽だまり支援事業：傾聴所心音／陽だまりサロン　 帯広市補助金　4,485,000円

・スイーツロード形成事業／ぶどうの木　 自己資金　7,409,289円

・門前街ルネサンス事業 ／秋フェス

帯広電信通り商店街スイーツロードルネサンス （株）全国商店街支援センター 総事業費　3,513,000

（株）ＫＩＴＡＢＡ

帯広商工会議所90周年事業

北海道経済産業局 総事業費　5,275,705円

国庫補助額　3,221,819円

自己資金　2,053,886円

・うるおい支援事業／惣菜・ごはん屋でんしん 北海道経済産業局 総事業費　16,336,012円

・起業家支援チャレンジショップ事業／ぴあのカフェりずむ 国庫補助金　9,967,258円

・門前街ルネサンス事業 (ⅱ）／花場咲かせよ園芸市 帯広市補助金　1,517,000円

・温もり支援事業(ⅰ)／ｺﾐｭﾆﾃｨｼｮｯﾌﾟミナミナ 自己資金　4,851,754円

・温もり支援事業(ⅱ)／べんぞう商店 

・陽だまり支援事業：傾聴所心音／陽だまりサロン　

・スイーツロード形成事業／ぶどうの木　 

・門前街ルネサンス事業 ／秋フェス

・事業を実施する為のアンケート調査・商品開発 北海道十勝総合振興局 総事業費　343,103円

北海道補助金　163,000円

自己資金　180,103円

・十勝ミートパイの店　てのひら 北海道十勝総合振興局 総事業費　8,285,713円

北海道補助金　4,000,000円

帯広市補助金　200,000円

自己資金　4,085,713円

・スイーツロード形成事業／新規事業者募集＆出店 北海道経済産業局 総事業費　9,630,000円

　空店舗改装費商店街負担 国庫補助金　6,114,283円

・商学官連携チャレンジ事業 帯広市補助金　619,000円

　調査委託先：大谷短大 自己資金　2,896,717円

平成23年

平成23年度中小商業活力向上
事業

平成23年4月～平
成24年3月

第3次地域商店街活性化法支
援

災害時寄託者難民受入施設整備事業
平成24年1月～平
成24年3月

平成24年4月～10
月

平成23年度　商店街活性モデ
ル創出事業（全国３ヶ所）

平成23年9月～平
成24年2月・地元食材を使った商店街独自スイーツの開発

平成25年

北海道地域商業活性化総合対
策事業　　　　　　　　　　　　　（活
性化加速事業）

平成24年11月～
平成25年３月

平成24年

平成24年度中小商業活力向上
事業

・平成24年4月～
平成25年3月

北海道地域商業活性化総合対
策事業　　　　　　　　　　　　　（連
携型活性化促進支援事業）

平成25年度中小商業活力向上
事業

・平成25年7月～
平成26年3月



参考資料 活性化事業経過(資金等) NO3
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3‐ 3

（継続事業）

・うるおい支援事業／惣菜・ごはん屋でんしん

・起業家支援チャレンジショップ事業／ぴあのカフェりずむ 

・門前街ルネサンス事業 (ⅱ）／花場咲かせよ園芸市

・温もり支援事業(ⅰ)／ｺﾐｭﾆﾃｨｼｮｯﾌﾟミナミナ

・温もり支援事業(ⅱ)／べんぞう商店 

・陽だまり支援事業：傾聴所心音／陽だまりサロン　

・スイーツロード形成事業／ぶどうの木　 

・門前街ルネサンス事業 ／秋フェス

北海道経済産業局 総事業費　3,010,314円

国庫補助金　1,912,576円

帯広市補助金　156,000円

自己資金　941,738円

環境省

一般社団法人

　交通環境まちづくりセンター

・産学連携チャレンジショップ／ＣＡＦＥ　ＳＯＭＡ 北海道経済産業局 総事業費　18,789,246円

・起業家支援チャレンジショップ事業／思い出工房 国庫補助金　11,525,060円

・門前街ルネサンス事業(ⅱ)／ミニマムパーク 帯広市補助金　833,000円

自己資金　6,431,186円

商店街まちづくり事業事務局 総事業費　14,256,000円

国庫補助金　8,800,000円

帯広市補助金　142,000円

自己資金　5,314,000円

全国商店街振興組合連合会 総事業費　4,357,546円

国庫補助金　4,000,000円

自己資金　357,546円

北海道経済産業局 総事業費　28,036,800円（予算）

国庫補助金17,306,666円（予算）

帯広市補助金　500,000円

自己資金　10,230,134円（予算）

平成25年

地域内クレジットを活用した低
炭素地域づくり

市民・商店街・ＢＤＦ製造事業者・バス事業者が連
携した廃油油回収システムの試行を行う

・平成25年8月～
平成26年3月

平成25年度補正商店街まちづ
くり事業

平成25年度補正商店街活性化
事業

平成26年度地域商業自立促進
支援事業

平成25年度中小商業活力向上
事業

・平成25年7月～
平成26年3月

平成25年度地域商業再生事業
・平成25年8月～
平成26年3月

・帯広市東地区地域コミュニティ再生のための地
域状況調査分析

平成27年
平成27年地域商業自立促進事

業
・コミュニティサロンの設置事業

・平成27年8月～
平成28年3月

・平成26年8月～
平成27年3月

・平成26年7月～
平成27年2月

・ 電信通り除雪対策事業（除雪車購入事業）

・電信通り有機のまち事業（有機野菜祭＆秋フェ
ス）

・平成26年7月～
平成27年2月

平成26年


